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　国際社会における急速な現実主義に向けた振り子の振れや、AIの革命的進歩などの複合作用により、個人も社会も大きな荒波に直面している。
　こうした時代を能動的に生き抜くためには、変化の底流を成している人間なるものの本質を見極め、一方で自然と、他方で自ら生み出したテクノロジーとの間の適切な関係を求めていかねばならない。その解は、専門知識やテクノロジーの進歩だけから得られるものではない。
その力を与えてくれるものは、人類が長い歴史を通して積み重ねてきた知の結晶たる「人文知」である。人文知は個別課題を直接解決してくれるものではなく、人を知らず知らずのうちに拘束している固定観念から解放し、異分野に散在する知の断片を結びつけることで自由な発想を可能にしてくれる。それは一生をかけて求め続けるものであるが、それが最も有効に得られるのが大学である。大学とは本来、社会を縛っている目に見えぬ「思い込み」（タイムパフォーマンスなど）や、経済的「欲望」から自由な学びの場だからである。
しかし今日の大学がAIの進化や経済・社会の変化が与える影響に対する万全な対応力・抵抗力を持っているとは言い難い。今後とも進化を続けるであろうAIの長所と欠点を見極め、それを人間の尊厳と本質の追求にいかに活用できるかという視点から、研究や教育に反映させねばならない。
同時に研究・教育の評価が、行き過ぎた経済合理性や効率性、数値主義に流されることなく、研究・教育いずれにおいても対話や熟考のための十分な時間を確保できる体制を確保・維持することが肝要である。大学にとって重要なことは、もはや「何を、如何に効率的に、学ぶか」ではなく、「誰と、如何に時間をかけて、考えるか」であることを運営の軸にすべきである。
こうした場であってこそ、大学は人文知の育成と、社会を正しい方向にリードする人材を送り出すという使命を果たすことができる。
　当フォーラムは引き続きそのために最善を尽くしていく決意を表明する。

